
去る３月30日㈭午後４時00分から、刈谷商工会議所大ホールにて通常議員総会が開催された。総会では、
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平成29年度
刈谷商工会議所事業計画

１．中小企業・小規模事業者への経営支援
⑴経営体質の強化と人材育成支援
○現場強化：『刈谷モノづくり大学（専門家派遣）』
○人材育成：『刈谷モノづくり大学大学院（専門知識取得）』
○経営者研修：『刈谷モノづくり大学大学院ＭＢＡ（経営
講演会等）』
○新分野進出：販路開拓等支援
海外進出サポート（他機関連携での講習・相談・視察等）

⑵会議所を中核とした支援施策の活用促進
○行政機関の融資・補助金の有効活用（事業承継・拡充・
創設等）
○推薦融資制度の積極的活用（マル経融資制度等）
○新たな技術・商品・サービスの広報支援（報道機関の活
用）
○経営環境の変化に対応する施策（労務・税務・情報等）
⑶産学連携強化による地元中小企業への就業支援（人手不足
解消支援）
○地元中小企業と地元実業高校を結ぶ人材マッチング
○地元出身大学生の地元中小企業への就労支援

２．活力あふれる地域社会創造への取り組み
⑴個店強化と集客力向上への取り組み支援
○『かりや商人大学』・『かりや商人大学大学院（専門コー
ス）』の継続
○飲食・サービス業を主体とした集客向上イベント（個店
の魅力発信）

⑵まちの賑わいづくりへの取り組み支援
○地域行事の振興（刈谷わんさか祭り協力・刈谷産業まつ
りの実施）
○地域経済に波及する観光振興の推進（日商ネットワーク
への参画）
○行政×地区×商店街との都市計画づくり参画（中心市街
地活性化委員会）
○ワークライフ・バランスの提唱（環境整備支援）

３．行政機関等への積極的な提言・要望
⑴国への税制改正・中小企業／景気対策・インフラ整備等の
提言・要望
○日商にて意見集約～日商会頭より政府へ申し入れ
○地元出身議員からの関連情報の先取り・理解促進
○刈谷スマートＩＣの設置要望
⑵県（一部国）へのインフラ整備・中小企業対策等の提言・
要望
○西三河商工会議所連合会とトヨタグループ協同による申
し入れ
○愛知県商工会議所連合会による申し入れ
○碧海５市商工会議所・商工会による申し入れ

通常議員総会を開催
平成29年度事業計画並びに収支予算を承認

　去る₃月30日㈭午後₄時00分から、刈谷商工会議所大
ホールにて通常議員総会が開催された。総会では、平
成29年度 刈谷商工会議所事業計画・収支予算をはじめ、
上程されたすべての議案が原案通り可決承認された。

【基本方針】
　昨年の我が国経済は、雇用・所得環境の改善を背景に緩や
かな回復基調が続き、長期に渡る景気低迷に明るい兆しが見
え始めましたが、労働力不足や後継者不足等での事業所数の
減少など、構造的な課題は深刻化しております。
　一方で、海外情勢におきましても、米国や欧州の政策運営
や新興国経済の減速など、不透明感が増しており、企業を取
り巻く環境は、予断を許さない状況が続いております。
　このような状況の中、刈谷商工会議所では、「現場主義」、
「双方向主義」の行動指針のもと、企業の成長を後押しする
「伴走型支援」の強化や地域経済の更なる活性化に全力を結
集して参ります。
　今後も当地域が持続的に発展していくためには、地域経済
を下支えしている中小企業・小規模事業者の成長が不可欠で
あり、それをサポートしていくのが、商工会議所の最大の役
割だと思います。
　そのために、ますます多様化している企業の経営課題を解
決へ導くため、各専門家による相談指導や行政の補助金・助
成金の有効活用など、有益な情報を提供していくことで、企
業の経営力向上を促して参ります。
　また、本年で創立65年を迎えるにあたり、創立60周年か
ら継続している「刈谷モノづくり大学」、「かりや商人大学」、
「安心安全ネットワーク事業」などの実績内容を振り返り、今
後の事業活動にしっかり反映していくと共に、「企業」・「地域」
が抱えている課題への対応や当商工会議所の組織力、運営基
盤の強化を図っていくことで、より一層の会員サービスの充
実やネットワークの拡充にも繋げて参りたいと思います。
　本年も会員の皆様をはじめ、行政当局や関係機関、市民各
位のご理解とご支援を頂きながら諸事業を推進して参りま
す。皆様方の一層のご協力をお願い申し上げます。
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⑶市、及び関係団体への提言・要望
○刈谷市へ商工業振興・まちづくり等の提言・要望・定
例・随時の諸会議・委員会・意見交換会による申し入れ
○刈谷市へ中小・小規模事業者の経営課題解決に向けての
提言・要望
・人材育成（資格取得支援）
・働きやすい職場環境の整備（労務管理支援）
・販路開拓支援（新商品・新サービス開発、ＩＴ活用事
業等）

○名古屋鉄道へ三河線利便性向上に向けての要望

４．社会貢献と企業ブランドの両立
⑴『安心・安全ネットワーク事業』の維持拡大
○警察の交通安全・防犯活動等への適宜適切な協力対応
○市民への防犯・交通安全に関する啓蒙活動
○地域における防災・ＢＣＰ等への取り組み
⑵『刈谷式ＣＳＲ／ＣＳＶ』実践による企業ブランド確立
○企業の社会貢献と社会福祉協議会など関係団体のマッチ
ング（ＣＳＲ）
○社会的課題に役立つ製品・サービスのＰＲ・促進支援
（ＣＳＶ）
○報道機関への効果的な広報支援による企業認知度向上
⑶東日本大震災被災地の復興支援を通じた地域経済活性化
○東北の「ずんだ」を活用した商品販売と企業のお土産開発

５．会員サービスの充実による満足度向上
⑴組織基盤の強化の為の会員企業の維持拡大
　○情報取集に基く未加入企業の会員勧誘
　○役員・関連団体との協働による事業所紹介活動
⑵会員サービスの充実と財政基盤の強化
○プレミアム共済（従業員への福利厚生）の加入者特典の
拡大強化
○会員企業のメリット拡大に繋がる補償プラン導入拡大
○健康診断での新サービス提供による健診受診者の増大
・健康経営の考え方に基く従業員の健康増進への取り組
み提唱

○会館利用者増大に向けた活用の提案・懇親会のプロデュ
ース
○検定試験の受験者増大を推進
⑶運営基盤の強化と危機管理への対応
○各部会・青年部・女性会とのより一体感のある施策の推
進
○衣浦定住自立圏構想における産業振興面での取り組み支
援
○会議所のリスクマネジメント・コンプライアンス遵守の
徹底

刈谷中小企業相談所の直面している緊急の課題は、中小・
小規模企業がその強みを活かし「持続的な発展」を遂げるた
めに直面する様々な経営課題を詳細に把握した上で、「必要
な情報」と「必要な経営支援」を迅速に提供することにあり
ます。
この課題を克服するためには、ワンストップ・ハンズオン

機能（窓口指導の充実・伴走型支援）の更なる充実強化と多
様な人材の育成が急務であると共に、商工会議所会報等を活
用するなど、迅速な情報提供が必要不可欠であります。
特に、複雑化・専門的な課題に対応する「刈谷モノづくり

大学」（企業体質の強化）では、「創業・新事業展開の促進」
「経営基盤の強化」「経営環境の変化への円滑な対応」など、
それぞれの企業が抱える様々な「経営課題」の洗い出しから
具体的な「改善方法・解決策」の提案など、課題解決に向け
より実践的な指導を行います。
一方、当所の経営指導員による経営指導では、中小企業、
特に小規模事業者の声に耳を傾け、より一層企業と相談所と
が有機的に結び付くために「現場主義」「双方向主義」とい
う行動指針のもと、今後も、「巡回指導、窓口指導」を活動
の柱に据え、多様化する小規模事業者の経営課題やニーズを
的確に把握し、従来の枠にとらわれない積極的な支援体制の
構築を図って参ります。

１．地域中小企業活性化支援事業
中小企業・小規模企業が抱える経営課題が内外の事業環境

の変化により高度化、複雑化している中で、経営指導員が実
施する日常的な「巡回指導」や「窓口指導」のみでは十分な
対応が困難な案件があることから、「刈谷モノづくり大学・
大学院ＭＢＡ」では、「モノづくり大学教授陣」と経営指導
員との連携により、中小・小規模企業が抱える経営課題克服
への支援体制を更に充実させ、モノづくりの現場を支えてい
る「人」を育て、「モノをつくる力」、「新たな付加価値を生
み出す産業」に対して経験豊かな専門家を直接派遣するな
ど、選択と集中とのベストミックスにより現場に潜む「課題

（問題）」を明らかにして解決策を提案する活動を幅広く実施
いたします。

一方「かりや商人大学・大学院」では、消費者の購買行動
が変化する中で、地域に今ある顧客のニーズを反映し「商品
やサービスのあり方を変える」という視点を持って、「待ち」
から「攻め」に転じる取組として実施いたします。

平成29年度
刈谷中小企業相談所事業計画
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２．小売商業の活性化
消費社会が成熟化した現在、厳しい経済環境に加え、少子

高齢化の進展や消費構造の変化といった課題に十分に対応で
きない状況が続いています。

この現状を打破するためには、『新たな視点と新たな発想
による新事業』の創造が不可欠で、「個店の持つ強みや特色
を最大限に活かす」取組を積極的に実施すると共に「かりや
商人大学・大学院」の更なる充実を図るなど、地域経済活性
化に資する環境づくりを積極的に支援して参ります。

３．国際ビジネスの支援
経済活動のグローバル化に伴い、海外市場への進出や販路

拡大に取り組む中小企業に対し、様々な講習会を開催すると
共に、現地・現物・現実を詳しく知る手段として、海外視察
や現地の情報・人材・資金調達・税務面等の支援、進出後の
円滑なビジネス遂行の為の事業環境整備に向け、日本商工会
議所、（独）日本貿易振興機構（ジェトロ）、（独）中小企業
基盤整備機構、（独）国際協力機構（ジャイカ）など関係支
援機関との連携により支援して参ります。

４．巡回・窓口相談など相談指導の拡充と経営指導員の資質
向上

小規模事業者の経営基盤強化を図る為、巡回指導や窓口指
導等を機能的かつ迅速に運営するために、巡回指導計画の立
案に際しては、刈谷地域の実情を鑑み「本来行うべき巡回指
導」と「中小企業相談所の事業計画（新たな挑戦を行う中
小・小規模企業をワンストップ・ハンズオンで支援）や重点
指導項目（労働保険の加入促進、労働安全衛生法遵守の為に
健康診断の普及拡大、雇用確保の為に福利厚生制度充実【プ
レミアム共済制度】の普及拡大等）に基づいた巡回指導」と
のマッチングを行うと共に、商工会議所会員の増加を図り、
会報等による迅速な情報提供の機会創出に向けた取組など、
効率的・効果的な指導を行って参ります。

また、小規模事業者等の抱える経営課題が、年々「高度
化・専門化する課題」に対応するために、経営指導員の資質
向上と課題解決をねらいに、各種研修会や視察会等に積極的
に参加して参ります。

５．小規模２法の利活用・刈谷式ＣＳＲ、刈谷式ＣＳＶ活動
の展開

小規模２法（基本法・支援法）が商工会議所に求める役割
を認識し、商工会議所ならではの中小・小規模事業者支援を
積極的に展開すると共に、消費者が安心できる企業を選択す
るモノサシの１つに、ＣＳＲ（企業の社会的責任）とＣＳＶ

（戦略的ＣＳＲ）が注目されていることから、刈谷式では、
「企業自身の価値を高め売上を伸ばす」取組と「企業が追及
する経済的価値（利益）と社会的価値を同時に実現」する取
組についても積極的に支援して参ります。

６．中小企業者に対する金融制度のあっ旋
厳しい経営環境の中で、中小・小規模事業者の資金繰り等

が極めて厳しい状況にあり、経営の安定に資するよう、（株）
日本政策金融公庫と協力して、マル経資金等の円滑な利用を
図ると共に、刈谷市と協力した商工業振興資金、愛知県と協
力した新設備貸与制度等の円滑な利用、更には、愛知県信用
保証協会との連携による資金繰り支援に万全を期して参りま
す。

７．税務・記帳指導、専門指導の充実と各種講習会の開催・
情報の提供

東海税理士会刈谷支部所属税理士の協力を得て、e－ｔａ
ｘを利用した個別指導会や「記帳から決算」までの一貫した
記帳継続（機械化）指導を実施します。また、税務関係団体
と協力して消費税対策等、税務知識の向上・税務行政の円滑
化に資する講習会、指導会等を積極的に開催致します。

また、雇用情勢が厳しさを増す中、豊富な知識や経験を
持った専門家（税理士・社会保険労務士等）が相談に応じ、
相談者の課題を解決する為の個別指導を実施して参ります。

さらに、企業経営者はもとより従業員の資質向上の為、専
門家を招いて講習会等を開催すると共に、諸施策の周知と速
やかな有効利用促進を図るよう、各種の情報を提供していき
ます。

８．行政・関係団体等との協力体制との強化と広域連携事業
の推進

国（中部経済産業局）を始め愛知県、刈谷市や各種官公
署、関係団体等とスクラムを組み、小規模事業者の発展に資
する各種の事業展開を図ると共に、従来の行政枠を超えた広
域的な視点での近隣の商工会議所、商工会との連携を更に推
進して参ります。

９．企業動向調査研究事業
　経営指導に資する調査・研究を実施し、今後の小規模事業
者に対する施策立案に供します。

10．中小企業活性化委員会・その他経営改善普及事業に伴
う必要な支援事業

中小企業活性化委員会では、相談所業務全般に渡る意見を
戴き、その他、小規模事業経営支援事業費補助金交付要綱に
添い地域のニーズに応じた事業の展開を図ります。
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一 般 会 計
収入の部 （単位：千円）

 科　　目  予 算 額 備　　考
会 費 64,000
事 業 収 入 38,300 検定料ほか
市 補 助 金 9,750
事 務 受 託 料 2,000 各種団体より
繰 入 金 24,710 共済会計より
雑 収 入 6,000 配当金ほか
繰 越 金 20,500 平成28年度より

合 　　計 165,260

支出の部
 科　　目  予 算 額 備　　考

事 業 費 92,610 各種事業
給 与 費 28,300
福 利 厚 生 費 7,500
旅 費 2,000
事 務 費 16,900
会 議 費 2,800
渉 外 費 800
公 課 分 担 金 5,000 法人県市民税ほか
福 利 環 境 整 備 費 2,000
財政調整基金繰出金 6,000
雑 費 1,350

合 　　計 165,260

　特定商工業者　特別会計
収入の部 （単位：千円）

 科　　目  予 算 額 備　　考
負 担 金 2,400
繰 越 金 200 平成28年度より

合 　　計 2,600

支出の部
 科　　目  予 算 額 備　　考

事 業 費 300 法定台帳印刷費ほか
給 与 費 1,670
福 利 厚 生 費 300
事 務 局 費 320
雑 費 10

合 　　計 2,600

　労働保険事務組合　特別会計
収入の部 （単位：千円）

 科　　目  予 算 額 備　　考
事 業 収 入 3,900
労 働 保 険 料 37,500

合 　　計 41,400
支出の部

 科　　目  予 算 額 備　　考
事 務 費 1,200 通信費ほか
労 働 保 険 料 37,500
繰 出 金 2,700 一般会計繰出金

合 　　計 41,400

　相談所　特別会計　
収入の部 （単位：千円）

 科　　目  予 算 額 備　　考
国 ・ 県 補 助 金 33,400
市 助 成 金 13,210
繰 入 金 15,000 一般会計より
事 業 収 入 2,500 記帳継続指導料などの受

講料 ほか

雑 収 入 10
繰 越 金 3,100 平成28年度より

合 　　計 67,220

支出の部
 科　　目  予 算 額 備　　考

事 業 費 17,370 講習会、ほか
給 与 費 37,300
主席・主任設置費 240
福 利 厚 生 費 6,660
旅 費 470
事 務 費 2,780
会 議 費 100
福 利 環 境 整 備 費 2,000
雑 費 300

合 　　計 67,220

　共済制度　特別会計
収入の部 （単位：千円）

 科　　目  予 算 額 備　　考
手 数 料 収 入 36,100
特 定 退 職 金 共 済 215,000
雑 収 入 500
繰 越 金 6,500 平成28年度より

合 　　計 258,100
支出の部

 科　　目  予 算 額 備　　考
事 業 推 進 費 6,000 加入勧奨推進費
給 与 費 16,000
福 利 厚 生 費 2,500
事 務 費 1,400
特 定 退 職 金 共 済 211,000
繰 出 金 20,000 一般会計へ
雑 費 1,200

合 　　計 258,100

　会館管理　特別会計
収入の部 （単位：千円）

 科　　目  予 算 額 備　　考
貸 室 料 10,500
会 議 室 使 用 料 6,500
事 務 所 費 9,720 一般、相談所、特商、共

済各会計より繰入
太 陽 光 発 電 収 入 2,300
雑 収 入 50
繰 越 金 6,500 平成28年度より

合 　　計 35,570
支出の部

 科　　目  予 算 額 備　　考
給 与 費 2,500
福 利 厚 生 費 300
管 理 費 27,400 電気料、機械保守料、営

繕費など
補 修 準 備 金 5,000
雑 費 370

合 　　計 35,570

平成29年度　収支予算報告
（平成29年４月１日から平成30年３月31日）　

３月30日開催の通常議員総会で承認された一般会計・
特別会計の予算は、次の通りです
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　刈谷商工会議所　大会議室にて運営委員会が開催され、議題について事務局から趣旨説明し、委員各位
から貴重なご意見と助言を頂いた。
　　議題　１）議員総会提案事項 ①平成29年度　事業計画の件
 ②平成29年度　収支予算の件
 ③常議員選任の件
　　　　　２）常議員会審議事項 ①新入会員承認の件
　　　　　３）報告事項 ①安心安全ネットワーク事業の件
 ②熊本商工会議所へ電気自動車寄贈の件
 ③ずんだを活用した新商品開発事業の件
　委員会で審議、承認頂いた内容は３月30日㈭開催の常議員会・議員総会に議案として提案することと
なりました。

運営委員会開催（３／６）

　去る３月６日㈪、刈谷商工会議所 特別会議室にて部会長
会議が開催された。部会長会議では、各部会役員会での協議
結果をふまえて、

①平成28年度の事業報告と収支決算報告
②平成29年度の部会別事業計画（案）と各部会への事業費

配分
が審議された。
　今後、５月に開催される各部会定期総会において、より具
体的な事業計画と予算案が提案、審議される予定である。

部会長会議開催（3／6）
■ 各部会の定期総会日程

部　会　名 日　　程
工 業 第 一 部 会 ５月　　９日（火）
工 業 第 二 部 会 ５月　１１日（木）
商 業 第 一 部 会 ５月　１２日（金）
商 業 第 二 部 会 ５月　１２日（金）
サービス第一部会 ５月　１７日（水）
サービス第二部会 ５月　１７日（水）

地域開発委員会開催（3／17）
　平成29年３月17日㈮、シャインズにおきまして、地域開発委員
会を開催いたしました。
　はじめに、鈴木文三郎委員長のご挨拶の後、刈谷中町まちづく
り共同事業体による銀座ＡＢ地区の地域再生化に向けた構想につ
いて、①多世代が安全安心に暮らせる生活環境の創出、②地域活
性化、③まちなか居住の促進の３つの事業コンセプトについて、
九州大学環境設計学科 鵜飼哲矢准教授よりご説明を頂き、委員
からも刈谷駅・刈谷市駅の活性化、駐車場の問題、域外からの消
費の取り込みなど、活発な意見交換が行われました。
　その後、当商工会議所の新美篤志顧問より、工業用地の確保と居住人口増加を図る必要性についてのご講
話を頂き、今後の委員会活動についてもご示唆を頂きました。

（愛知県知事許可　般 28 第 27192 号）

代表社員税理士　天野卓男
社会保険労務士　守山暁子

刈谷市幸町２-３-３
電話 0566-23-3240  FAX 0566-22-9544

【本社】株式会社ファミーユ　刈谷市青山町1-156-2

市営斎場（青山斎園）での、施行承ります。

365日 24時間年中受付中
10120-12-1616

ファミーユ刈　谷　
ファミーユ知　立
ファミーユ青山斉園前
ファミーユ高浜碧南

ファミーユ半田東浦
ファミーユ阿 久 比
ファミーユ阿久比別館
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www.nihon-safe.jpでは、防盗金庫・耐火金庫持ち去り
対策ガイドライン
•持ち去りにくい設置場所の工夫　•設置位置の工夫
•持ち去り対策施工
などを、ホームページで公開しています。

日本セーフ・ファニチュア協同組合連合会

刈谷警察署からのお知らせ

「防犯CSR推進宣言」をお願いします！
防犯ＣＳＲ推進宣言って何？

｢全国防犯ＣＳＲ推進会議｣のホームページ上で行う｢防犯
活動に取り組む｣意思表明です。
企業等が行っている現在の取組や､今後の取組方針を簡潔
に表した｢宣言｣という形にしたもので､全国に広く「防犯
ＣＳＲ活動」が普及することを目的としています。
※「宣言」に費用負担はありません。

全国防犯ＣＳＲ推進会議の「防犯ＣＳＲ推進
宣言」は、現在86の企業等が宣言しています。
防犯ＣＳＲ活動を広め、安心・安全なまちづくり
に取り組みましょう。

詳細と宣言はホームページから
→ http://www.safety-nippon.jp/Home/Index

防盗金庫を活用しましょう！
主に防犯目的で使われるもので、耐火性能も備えています。
ドリルやハンマーなどの工具による破壊攻撃や、バーナー
によるガス熔断に耐えられるかをテストして、ランク分け
しています。

防盗金庫とは、

お問い合わせは刈谷警察署生活安全課まで TEL 0566-22-0110（代表）

平成28年度下期中小企業活性化委員会開催（3／23）
去る３月23日㈭、刈谷商工会議所大会議室に於いて、中小企業活

性化委員会（委員長：鈴木豊 副会頭）が開催されました。
この委員会は、中小・小規模企業の経営基盤強化を図るために中小

企業相談所が実施する様々な業務について、より効率的で効果的な事
業の展開を図ることを目的に設置されており、当日は、平成28年度
に実施された様々な活動について、その取組状況や活動の成果につい
ての報告が行われ、平成29年度の事業計画では、多様化する小規模
事業者の経営課題やニーズを的確に把握し、中小・小規模企業がその
強みを活かし「持続的な発展」を遂げるために、「必要な情報」と「必
要な経営支援」を迅速に提供し、特に、重点指導項目（労働保険の加入促進、労働安全衛生法遵守の為に健
康診断の普及拡大、雇用確保の為に福利厚生制度充実【プレミアム共済制度】の普及拡大等）については、
計画的に普及拡大を図ることと、刈谷モノづくり大学や大学院、かりや商人大学・大学院の活動を更に充実
させることなどが満場一致で承認されました。
また、出席された委員からは、世界的な潮流変化の影響を受け、非常事態に直面する中小・小規模企業を

守るための様々な施策や今後の展開方法など、従来の枠にとらわれない積極的な支援体制の構築を図るよう
助言や提言を戴くことができました。

【広告】Pasco　753～

●高度な滅菌・消毒で安心・安全
●専門医・認定医による良質治療
●日曜日・祝日も診療しています

歯　　科
矯正歯科
小児歯科

　　刈谷市桜町４丁目 24 番地

s23-2222（デンソー本社前）

Z0120-148020
ホームページからもご予約できます
http://www.futamura.or .jp
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☆かりや商
あ き ん ど

人大学講座大好評☆

毎回「一級和菓子職人が教える和菓子作り講座」で大好評の荒川屋製菓舗 店主 荒川 拓三 
氏（小垣江町・一級和菓子職人）を講師にお迎えし、２月23日㈭に刈谷市総合文化センター
３階調理実習室に於いて「春の訪れを感じさせる関東風（焼皮製）と関西風（道明寺製）の２
種類の桜餅」を家庭で簡単に作る方法について分かりやすく教えて頂きました。
この講座には、今年度の商人大学最多となる83名の参加により２回に分けて開催致しまし
た。荒川氏の「細やかな手つきで美しく仕上げる職人技」に思わずため息をつかれ、参加者は

「目から鱗」の表情で驚いていました。
参加者からは、「桜餅が２種類（関東風・関西風）あるのは知っていたが、実際作った事が

なかったので、とてもいい経験にになって良かったです。」、「本格的な桜餅の作り方を分かり
やすく教えて頂いてとっても良かったです。また自宅で作ってみようと思います。」など多数
の方が「先生が丁寧に分かりやすく教えてくれたのでとても楽しく参加できました。またぜひ
参加したい。」と感想を頂き、大好評の講座となりました。

（一級和菓子職人）

一級和菓子職人の“技”が光る！

荒川屋製菓舗　荒川 拓三 氏 当日は８３名の方々にご参加を頂きました

荒 川 拓 三 氏荒川屋製菓舗
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刈谷銀行協会雨でフォークリフトが滑る！

ヒヤリハットを
無くそう！

☎（0566）36-5527
http://www.hayajin.co.jp

刈谷市井ケ谷町中ノ嶋22

塗
る
防
滑詳しくは

お問合せ
下さい■


